
国土交通省 九州地方整備局
武雄河川事務所

「嘉瀬川・六角川流域大規模氾濫に関する減災対策協議会」
「松浦川流域大規模氾濫に関する減災対策協議会」 第１回 合同協議会を開催

１．概 要

平成２７年９月の関東・東北豪雨により大規模な浸水被害が発生したことを踏まえ、嘉瀬川・六角川流域及び松浦川流域においても洪水氾濫が発生することを前提と
して、河川管理者、気象台、県、市町等が連携・協力して、減災のための目標を共有し、ハード対策とソフト対策を一体的、計画的に推進するため、平成２８年５月２３
日に減災対策協議会を設立し、第１回合同協議会を開催しました。

協議会では、「水防災意識社会再構築ビジョン」に基づく取組、現状の水害リスク情報や取組状況の共有、減災のための取組目標（案）について意見交換を行いまし
た。

２．実施状況
○日 時：平成２８年５月２３日（月）
○場 所：武雄河川事務所３Ｆ第２・３会議室
○出席者：佐賀市、唐津市、多久市、伊万里市、

武雄市、小城市、神埼市、
大町町、江北町、白石町、
佐賀県、佐賀地方気象台、
武雄河川事務所 関係機関約４０名参加

３．議事内容
①「水防災意識社会再構築ビジョン」に基づく取組について
②大規模氾濫に関する減災対策協議会（仮称）規約（案）について
③現状の水害リスク情報や取組状況の共有について
④減災のための取組目標（案）について
⑤今後のスケジュール（案）について
⑥その他 ①～⑤についての意見交換

４．主な意見・コメント等
○協議会名、規約について了承
○目標にハード対策の内容を記載した方が良い。
○平成２年以降も、松浦川では平成１８年、六角川では 平成２１年も洪水被害を受けているので、その点も 記載した方が良い。
○協議会で目標や取組について議論し、その後の展開について意思統一を図りたい。
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協議会の構成員

嘉瀬川・六角川 松浦川 役 職 氏 名

○ 佐賀市長 秀島 敏行

○ 唐津市長 坂井 俊之

○ 多久市長 横尾 俊彦

○ 伊万里市長 塚部 芳和

○ ○ 武雄市長 小松 政

○ 小城市長 江里口 秀次

○ 神埼市長 松本 茂幸

○ 大町町長 水川 一哉

○ 江北町長 山田 恭輔

○ 白石町長 田島 健一

○ ○ 佐賀県 消防防災課長 川内野 修

○ ○ 佐賀県 河川砂防課長 横尾 秀憲

○ 佐賀県 佐賀土木事務所長 田﨑 茂樹

○ 佐賀県 東部土木事務所長 杉野 朗

○ 佐賀県 唐津土木事務所長 松本 尚樹

○ 佐賀県 伊万里土木事務所長 古賀 寛典

○ ○ 佐賀県 杵藤土木事務所長 前田 常明

○ ○ 佐賀地方気象台長 緒方 恵之

○ ○ 武雄河川事務所長 岡下 淳


